
事
業
年
度
に
お
け
る

業
務
の
実
績
及
び
当

該
実
績
に
つ
い
て
自

ら
評
価
を
行
っ
た
結

果
を
明
ら
か
に
し
た

報
告
書

当
該
事
業
年
度
に
係

る
年
度
計
画
に
定
め

た
項
目

一

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
。
な
お
、
当
該

業
務
の
実
績
は
、
当
該
項
目
が
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二

項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に

掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
計
画
及
び
年
度
計
画
の
実
施
状
況

ロ

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
項
目
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
指

標
及
び
当
該
事
業
年
度
の
属
す
る
中
期
目
標
の
期
間
に

お
け
る
当
該
事
業
年
度
以
前
の
毎
年
度
の
当
該
指
標
の

数
値

ニ

当
該
事
業
年
度
の
属
す
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け

る
当
該
事
業
年
度
以
前
の
毎
年
度
の
当
該
項
目
に
係
る

財
務
情
報
及
び
人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
項
目
が
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
か
ら

第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
、
前
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
機
構
が
評
価

を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
評
価
を
行
っ
た
結
果
は
、

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

評
定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方
策

ハ

過
去
の
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善
方
策
の
う
ち
そ

の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が
な
い
も
の
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
二
十
五
条
の
八

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条

第
六
号
に
規
定
す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
官
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
国
立
大
学
法
人
等
の
長
へ
の
再
就
職
の
届
出
）

第
二
十
五
条
の
九

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
国
立
大
学
法
人
等

役
職
員
（
同
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
役
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
同
項
に
規

定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
、
国
立
大
学
法
人
等

の
長
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名

二

国
立
大
学
法
人
等
役
職
員
の
地
位

三

再
就
職
の
約
束
を
し
た
日

四

離
職
予
定
日

五

再
就
職
予
定
日

六

再
就
職
先
の
名
称

七

再
就
職
先
の
業
務
内
容

八

再
就
職
先
に
お
け
る
地
位

２

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
国
立
大
学
法
人
等
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に

係
る
前
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
国
立
大

学
法
人
等
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
国
立
大
学
法
人
等
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に

係
る
約
束
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
国
立
大
学
法
人
等
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
国
立
大
学
法
人
等
の
長
に
よ
る
報
告
）

第
二
十
五
条
の
十

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
当
該
年
度
の
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く
、

当
該
年
度
の
前
年
度
に
さ
れ
た
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
同
年
度
に
講
じ
た
準
用

通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
五
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
号
中
「
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
（
以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。）」
を
「
機

構
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
四
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
一
条
の
二

機
構
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ

の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び

監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
一
号
並
び

に
第
五
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

機
構
の
役
員
及
び
職
員

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

３

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
機
構
の
他
の
監
事
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

機
構
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に

向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

機
構
の
役
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
機
構
の
業
務
の

適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

機
構
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
一
条
の
三

機
構
に
係
る
通
則
法
第
十
九
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
独
立
行

政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
（
以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。）及
び
こ
の
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学

大
臣
に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
業
務
実
績
等
報
告
書
）

第
五
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
報
告
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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